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地の形式でお借りし、改修して旅館として
運営します。その際地代は前払いでお支
払いし、契約期間が終了した時点で、改築
した京町家もそのまま返却するというシステ
ムの商品化を進めています。安全で快適
な住宅としても機能するような設計ですの
で、運用の契約後は、オーナーの方 も々受
け継いできた京町家を手放すことなく、現
代の仕様にバージョンアップして使っていた
だけます」。さらに、このようなノウハウを蓄
積し、体制を整えながら、京都以外の地域
での新展開も想定しています。
▶㈱Global Agents・山崎剛氏
　山崎剛さんは大
学在学中に住まい
を通じたソーシャル
ネットワークの「場の
創出」をコンセプト
に、交流用のラウン
ジを備えた新たな住
宅形態「ソーシャルアパートメント」を発案。
翌年2005年に㈱Global Agentsを設立
し、次代のライフスタイルを見出し、それを
文化として根付かせる「文化創造企業」。
これを㈱Global Agentsのミッションとし、
すでに直営36棟2,000戸にまで拡大して
います。現在は事業を通じて培った最先
端の「人が集まる場づくり」を飲食事業や
ホテル事業に応用し、新たな成果をあげ
ています。たとえば、ホテルでは「Meet 
Local、Feel Global」をテーマに旅行者
が地元のモノ・コトに触れ、地元の人々が
旅行者を通じて世界を身近に感じる交流
型ホテルを展開しています。今年7月には
京都市内に「The Millennials」をオー
プン。ビジネスを加速されています。

務省ICT地域活性
化 大 賞2016奨 励
賞を受賞しました。

「フリーWi-Fi環境
を広告媒体とするビ
ジネス効果は、周辺
の地域活性化にも
直結し、京都でより多くの観光地に拡大さ
せていきます。今後の全国展開を想定した
動きから、当社の売上高も更なる増収を見
込んでいます」。大塚さんは、文化財に絡
む観光地を中心に、５年間で5000ヶ所の
CSR広告配信のためのVRコンテンツ整備
を目指しています。

世界初の荷物預かりプラットフォーム、
外国人家族観光客向け宿、定期借地型
の町家旅館、交流型ホテル…

▶ecbo㈱・井坂陽氏
　2015年 設 立 の
ecbo ㈱では世界
初の荷物預かりプ
ラットフォームの構築
を推進しています。
同社が着目したの
は、大きなキャリー

ケースを重たげに引きながら歩いている観
光客やビジネスマンです。「コインロッカーに
預けるとしても、何処にあるのか、空いてい
るのか、といった問題があります。たとえば、
JR京都駅には大型のキャリーケースが入る
コインロッカーは僅か200しかありません。
このような状況をクリアするために私たちが
考えたのが『ecbo cloak（エクボクローク）』
です」。まず、店舗の空きスペースをデッド
スペースとして登録してもらい、これをス
マートフォンで情報発信します。利用者は
検索・予約・決済が瞬時に完結でき、その
場所に預けるだけ。保険に加入しているの
で保全も問題なし。店舗サイドは登録無料
でデッドスペースが継続的な収入源になり、
前後2度の来店機会も得られるというメリッ
トも生まれます。今年4月から京都で開始
し、続けて全国展開を予定しています。

▶㈱LINK TREE・水田佳苗氏
　KVBCの会員で
もある水田佳苗さん
は大学で地域経営
を研究し、別府の
町おこしプロジェクト
に参加した後、米
国留学で多様な文
化に触れ、卒業後は広告代理店や外資
マーケティング企業に勤務。2016年に 
㈱LINK TREEを設立し、新事業を展開
しています。具体的には小さな子どもを連
れて来日した外国人観光客（家族）に向
けた一棟貸しの宿の運営をされています。
現在、京都と大阪に3軒の簡易宿泊所を
展開しています。コンセプトは「日本にある
我が家」で、旅先でも自宅のように自炊し、
家族の団欒を楽しみ、快適に過ごせる

「家族の旅」を提供するのが目的です。た
とえば、24時間4カ国語で即応するメール
コンシェルジュサービスも実施しており、サ
ポート体制も万全。今年9月からは地域住
民が集える「京町家プロジェクト」も新た
に立ち上げる予定です。
▶㈱アールスクエア・志水龍氏

　10年前から京都
の美しい街並みの
保全の在り方を熟
考してきた志水龍さ
んは、2015年に ㈱
アールスクエアを設
立し、町家旅館の

運営を通じて空き家問題解消と地域活性
化を目指す事業を展開中です。今後のビジ
ネス展開として「京町家の土地はオーナー
がそのまま所有し、建物を私たちが定期借
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